「クライミングの危険性について」

クライミングゲレンデにおける事故例と事故防止について。スポーツクライミング、アルパインクライミングの一見安全と見えるゲレンデでも、危険性を秘めている。事故事例をもとに原因を分析し、その予防策について議論する。

参考文献


ピット・シューベルト『生と死の分岐点』山と渓谷社

ピット・シューベルト『続　生と死の分岐点』山と渓谷社

JFA freefan別冊　安全ブック2006 『クライミングの事故から身を守るために』

↓PDF版がダウンロードできます。　

http://freeclimb.jp/ff/bn/anzen50.htm

■岩場へのアプローチ

●転倒、滑落

・城ヶ崎シーサイド：海岸の岩場。懸垂で取り付きに下降。クライミング終了後の帰りに、フィックスロープの登り返し（ごぼう）で力尽きて手を離し墜落。

→毎年、事故が発生するため、フィックスロープが撤去された。自己確保の必要。高知県大堂海岸でも同様の事故あり。

■エリア（岩場）内でのクライミング中以外の事故

●落石

・備中２ルンゼ：ガレの上部から、1m前後の岩を含む多数の落石。20cm位を頭に食らって、頭蓋骨骨折、脳内出血。

→落石を落とさない。ヘルメットを着用。落石が発生したら、「ラクッ」と大声でコールして周りに知らせる。落石ポイントをよく確認して警戒する。落石の可能性がある場所で休憩しない。落石が多いエリアに大勢のクライマーがいる場合、無理してそのエリアで登らない。アプローチに落石の危険がある場合、中途半端に離れて歩かない。ビレイヤー以外の人はクライマーの下に入らない。春は自然落石が多い。

■クライミング中の事故

●ギアなどの破断

・クイックドローのハンガー側のカラビナ破断。ヌンチャクの位置は膝あたり、ムーブを起こすとき、足がロープに入らないようヌンチャクの下から足を出したが、この時膝の上にヌンチャクが乗り、横向きになった。この状態でフォール。パキンと音がしてビナが割れた。かぶりルートで上部だったため、下のヌンチャクで留まり、無傷。

・ロープ側のカラビナ破断。

・ハンガー側ビナがスリングではなく、ゴム止めで固定されていた。フォールで切断、墜落、死亡。

→現時点でベストとされるクイックドロー。

ハンガー側：ストレートゲート。ピン式より、ピンロックタイプのほうが引っ掛かりがなく扱いやすい。ワイヤーゲートは軽いため、横向きになりやすい。ノッチが引っ掛かることがある。岩に当たって破損しやすい。

ロープ側：ワイヤーゲート。ウィップフラッシュ現象がおこりにくい。ベントゲートはクリップしやすいが、ロープが外れやすい。

スリング：ナイロン製で幅広。ただしビナに当たる箇所は細いほうがずれにくい。ロープ側はゴムカバーで固定。ハンガー側は固定してはいけない。ダイニーマ製は細いので、捩れやすい。また摩擦熱に弱い。

・トップロープ。ロープとハーネスを環付きビナで接続。安全環をタイトに締めなかったため、ロープが環にあたり緩んで、ビレイループからビナが外れて、墜落。

→直接ロープをハーネスに結ぶことが原則。環付き１枚より、ビナ２枚のほうがましらしい。 

・ボルト抜け→強度の弱いボルトを見極めるため、ボルトの知識を持つこと。ゆるんでいるボルトに気づく。モンキーレンチ、１パーティーに１個携行。

・ロープの切断。雪彦山不行岳「温故知新」ルート。落石（冷蔵庫位の大きさ）でロープ2本とも切断され、墜落。死亡

・近年、落石以外でロープ切断の事故はない。岩角による摩擦でロープが傷むことはよくある。

→テンションを何度もかけたり、フォールを繰り返していると、末端から2～3mのところがぼろぼろになってくる。60mの長いロープを購入して、痛んだところを切って行くとよい。

・ハーネスのビレイループが切断。アメリカの有名クライマーが懸垂下降中に転落死。20年使用してきたハーネスの劣化について、パートナーが指摘しており、当人も新しいハーネスを注文していたが、手元に届かなかったたため、仕方なく問題のハーネスを着用していた。

→直接は関係ないが、ビレイループに、ロープあるいはパスやスリングなどを結ぶのは誤り。タイインポイントに結ぶのが正しい。

・フォールしたところ、体がひっくり返り、ハーネスが外れそうになった。

→ハーネスは体に合ったサイズ選びを。

・リード中、支点でセルフビレイをとり休憩。ムーブを探るうちに、体がセルフビレイより上になりフォール。体に直接負荷がかかり、腰痛

→ロープは衝撃を緩和するが、スリングは緩和できない。なお、セルフビレイにスリングを使用する場合、ダイニーマは伸びないため、ナイロンのほうがよい。

●フォール

・三倉「ぬかよろこび」：フォールして、左膝を岩壁に強打。裂傷

・三倉「花咲かじいさん」：最後のカンテが直登できないため、右に回りこんでフォール。捻挫

・窓が山「マドンナ」：中間部の棚で、左のハーケンに確保せず（忘れた？）、フォール。下のカムが外れて10m位転落。軽傷ですんだが、しばらくめまいと立ちくらみ。

・三倉「ハスラー」：下部核心でフォール。左にふられて、腰を強打。打撲

・天応「夢人トラバース 2P目」：ルートを間違えて、クライムダウン中にフォール。足首を骨折。なおこのルートはフォローがフォールすると、ロープが岩角をこする。

・三倉「下の岳」：マルチルートを登攀後、ロープをほどき、急傾斜を登っている途中、（おそらく）枯葉で足がすべり滑落。死亡

・ロープの結び忘れ。リン・ヒルがフランスで墜落した話は有名。

→結ぶときは話さない、話しかけない。声出し指さし確認（結び、通し、折り返し、OK）

・奈良柏木：2P目のスタート時、ビレイ点で１本目のクリップをし忘れ、フォール。死亡

・穂高屏風岩東稜ルート：クライミング中にフォール、宙吊り。救助

→おそらくセカンドがフォールしたが、フリクションヒッチ（プルージック結び）などで登り返す技術を知らなかった？　またリードが肩を脱臼していたことは、間違ったビレイをしていた可能性が高い。

●ロープ等に足が引っかかる

・天応「センターライン」：ロープが足の後になった状態でフォール。足がロープに引っ掛かり、右足かかとを岩角に強打。打撲で１ヶ月、松葉杖。

・小川山：フォールしたが、足ジャムが決まりすぎて、抜けず。頭部、肩を強打。

・リード中、スリップして、フォール。カラビナをつかんで、指切断。

・アイスクライミング中、フォール。たすきがけしていたスリングが腕からぬけて、首吊り状態。死亡

→指輪、腕時計、ネックレスなど、引っかかる可能性があるものは外す。爪は切る。長髪はまとめる。眼鏡は落とさぬよう、眼鏡バンドをつける。コンタクトのほうがよいが。

●ナチュラルプロテクションによるリード中の事故

・三倉「ベータークラック」：カムが外れてグランド。打撲

・三倉「成人式」：核心でフォール。カムが外れてグランド。ロープの上に落ちたため、打撲ですんだ。

・三倉「上の岳右ルート」：直登できず、右にトラバース、カムが外れて、グランド。フォール時、樹木で速度が落ち、地面が土と枯葉。幸い軽傷ですんだ。なお同箇所では、岩にグランドして、重傷となった方もいる。

●ビレイに関わる事故

・グリグリの間違った使用

・クライマーとビレイヤーの体重差。ビレイヤーより重たいクライマーが、フォール。クライマーが浮き上がり、岩壁に激突。ロープから手を離し、グランド。

・トップロープのビレイ中、クライマーがフォール。取り付きから離れた場所で、自己確保せずに、ビレイしていため、引きずられて腰を強打。

・ビレイ器からロープがすっぽ抜け、クライマーが墜落。

・手袋なしでビレイ。フォール時に、ロープが細かったため、すぐに止まらず火傷。

→ビレイヤー側のロープは必ず固定。ビレイヤーはロープでセルフビレイがベスト。

・前傾壁で

●終了点に到着後の事故

・セルフビレイをギアラックでとったため、テンションをかけたときに破断。墜落

・クイックドロー１本でセルフビレイ。ロープがビナから外れて墜落。

・残置スリングにロープを通し、ロワーダウン。摩擦熱で、スリングが切断。墜落

・斜上ルートで、ロワーダウン。最下部のクイックドローを回収した瞬間に大きく振られて、岩に強打。打撲

・終了点から墜落。ビレイヤーがビレイしたロープと、テンションをかけたロープが異なっていた。

→複数ルートで終了点が一つ。他パーティと終了点を共有する場合、ロープを間違えやすい。また１本のロープで複数ルートのトップロープを作成するときも間違えやすい。

・コール間違い。クライマーとビレイヤーの意思疎通。クライマーが終了点に到着後、自己確保。「確保しました」を間違えて、「ビレイ解除」とコール。フォローで登ると思い込んだ、ビレイヤーがビレイ解除、ロープをハーネスに結んでいたところ、クライマーから「テンションかけます」コール。「待って～」とコールして、大慌てでビレイし直し、「どうぞ」でロワーダウン。

→笛を首にかけておく。　

●懸垂下降の事故

・支点が壊れる。残置スリングの切断。

・支点を間違う。

・２本のロープが正しく結ばれておらず、抜け落ちた。

・長さが足りなかった。

・ロープのすっぽぬけ。

→ロープ末端を結ぶ。

・衣類、ヘルメットの紐、長髪などを巻き込んだ。

→プルージックで少し登り返してロープを緩める。切りとってしまう。ナイフを首にかけておく。　

・支点に掛けたセルフビレイのカラビナに懸垂下降用のロープを通してしまった。

・カラビナのゲートオープン。環付ビナの閉め忘れはよくある。中途半端に閉めて、ゲートが閉まっていなかったことがある。テンションをかける前に気づき、助かった。

→ペツルの環付きビナは、締め忘れたら、赤いペイントが見える。

・環付きビナ＋ムンターヒッチ（半マスト）で下降。引き手ロープに環があたり、ゲートを押し開き、ロープが外れ墜落。

・ロープを落とす。

■ムーブで痛める
